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ロータリーソング   「われら広島北ロータリー」 

来客紹介       ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間       広島県知事 湯崎 英彦 氏 

             『県民の皆様とともに 

「がん対策日本一」の実現を』 
 

 

 

本日は湯崎知事にがん対策についてお話していただきますが、

国際的にも日本はがん検診の受診率が異常に低く、検診率のア

ップが訴えられております。しかし反応は鈍いのが現状です。が

ん検診で早期に発見されたがんの医療費は、進行がんに比べ格

段に安く済みます。自分のためでもありますので、皆さんも年１回

は検診を受けられることをお勧めします。 

先々週の例会では、「ロータリーの認知度向上と広報のあり方」に

ついてフォーラムを開いたところ、熱心にご討論いただきありがとう

ございました。内容ある奉仕活動については陰徳ではなく、おお

いに広報し、また職業奉仕を通じて示すわれわれ一人一人の後

ろ姿こそ最良の広告塔である、との結論を得ました。 

３月１５日には当ホテルにおいて第１９回ガバナー杯ロータリーク

ラブ親善野球大会前夜祭が盛大に行われました。１８チームという

多数の参加があり、本年も我がクラブがホストクラブを務めており

ます。大会実行委員ならびに関係者の皆様には心よりお礼申し

上げます。残念ながら我がクラブは２回戦で敗れましたが、来年の

２０回記念大会には是非優勝目指して練習を重ねて頂きたいと思

います。 

また、３月１７日には地区会員合同研修セミナーが国際会議場で 

 

あり、ロータリーの歴史・理念・実践について学びました。 

３月２０日には２０１３～１４年度地区協議会があり、いよいよ次年

度に向かって準備が加速しました。私の年度もあと３ヵ月余りとなり

ましたが、手綱を緩めることなく理事役員頑張ってまいりますので、

皆様よろしくお願いいたします。 

 
 

 

＊広島１４ＲＣ合同懇親ゴルフ大会のｷｬﾝｾﾙ期限は４月５日(金)

です。これを過ぎてのｷｬﾝｾﾙは登録料の返金がありません。 

＊次年度所属委員会表（ＢＯＸ配布） 

＊４月例会予定表（ＢＯＸ配布） 

＊ゴルフ同好会 HDCP 表（ＢＯＸ配布） 

＊米山学友会会報（ＢＯＸ配布） 

＊第４２回春の日本画展開催案内（ＢＯＸ配布） 
 

 

 

次年度幹事報告 久保(豊)会員 

本日、次年度の所属委員会表をお配りしていますので、ご確認を

お願いいたします。また、例会終了後、第１回被選クラブ協議会を

開催します。 

ゴルフ同好会 渡部会員 

＊HDCP 表をお配りしていますので、ご確認をお願いします。 
 

 

 

【自主出宝】 

水野会員･増田会員･山内会員･石井会員･島本会員 広島県知

事 湯崎英彦様 本日は当例会にようこそお越し下さいました。有

り難うございます。本日の卓話を楽しみにしていますと共に、今後

のご活躍をクラブ会員一同、祈念申し上げます。 

山本(忠)会員･福田会員 広島県知事 湯崎英彦様、ようこそ当ｸﾗ

ﾌﾞにご来会賜り、誠に有難うございます。本日の卓話宜しくお願い

致します。過日の私ども｢地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ杯ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ野球大会｣に

は、激励のお祝い書を頂戴し、全会員参加の前夜祭に於いて、

ご披露させて頂きました。重ねてお礼申し上げます。次年度大会

は記念すべき第２０回大会となります。是非ともご臨席を賜り、大

会に華を添えて下さいますよう参加ｸﾗﾌﾞ全会員、心よりお待ち申

し上げております。 

髙原会員 本日の卓話楽しみにしています。私も日夜微力ながら

検診を通じて県民のがん検診の普及の努めています。 

水野会員 横田先生、本日はようこそお出で頂きました。しっかり

例会を見て頂いて、入会をよろしくお願い致します。 

庄子会員 本日、例会後に被選ｸﾗﾌﾞ協議会が開催されます。関

係各位にはよろしくお願いいたします。 

岸本会員・福田会員・中尾会員 全国高等学校野球大会春のｾﾝ

ﾊﾞﾂ甲子園に晴れて出場おめでとうございます。春の甲子園を制

覇し、広島に夢を持ち帰られる事を願っておりましたが、残念でし 

■本日の例会    ２０１３年４月４日（木）  第２１２７回 

国歌斉唱 

ロータリーソング 「奉仕の理想」 

四つのテスト唱和  職業奉仕委員会 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

会員誕生祝い 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告等 

ニコニコ箱 

卓話時間 佐藤 忠寛 会員 

 『新会員自己紹介』 

 国際奉仕委員会 

 『ロータリーカードの活用法』 

前回例会報告  ２０１３年３月２８日（木） 第２１２６回 

幹事報告               幹事   山内 盛利

ニコニコ箱           ニコニコ委員会 

会長時間              会長   水野  勝 

委員会・同好会報告 
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クラブ運営方針 小さな奉仕を重ねよう、大きな目標のために 

 

た。でも広陵らしい立派な戦いぶりでした。 

中川会員★ 結婚して５０年。先日、金婚式を迎えました。お互い

に良くガマンしたものだなぁと感無量です。妻と旅行でも行こうと

思っています。 

山本(忠)会員 野球同好会の皆さんへ。この度私の母校広陵高

校野球部が甲子園出場にあたり、皆さんから心温まる寄付金を頂

きありがとうございました。お礼申し上げます。しかし残念ながら期

待にそえませんでした。これからまた夏を目指してがんばることと

思います。皆さんに感謝します。 

山坂会員 監督の情報収集不足でｶﾞﾊﾞﾅｰ杯２回戦で萩 RC に負

けてしまいました。深く反省しております。 

久保(豊)会員 ｶﾞﾊﾞﾅｰ杯野球大会、萩 RC 戦に先発し、４点取ら

れて、Ａ級戦犯です。次回リベンジします。 

越智会員 先日のｶﾞﾊﾞﾅｰ杯、私はあろうことか野球道具一式忘れ

てしまいました。当日の敗戦は全て私の責任だと反省しておりま

す。申し訳ありませんでした。 

岡部会員 ｶﾞﾊﾞﾅｰ杯一回戦において、ﾌｧﾎﾞｰﾙになるとﾆｺﾆｺと言

われ、悪球を打とうとしましたが、惜しくも三振。ﾍﾞﾝﾁに帰ると三振

もﾆｺﾆｺと言われたので出宝いたします。 

土井会員 先週、我が家にもｳｸﾞｲｽが来ました。春が来ましたね！ 
 

当日計 37,000 円（内、ｗｅｂ 5,000 円） 累計 1,097,000 円 

★=10,000 円 ☆=5,000 円 ◆=3,000 円 ◇=2,000 円 
 

 

 

『県民の皆様とともに｢がん対策日本一｣の実現を』 
 

広島県知事  湯崎 英彦 氏 
 

本日は広島北ＲＣ

の例会にお招きを

頂き、がん対策のこ

とについて話をする

機会を頂き、誠にあ

りがとうございます。

というのも、まさにが

ん対策というのは県

が施策として推進

する部分ももちろん

あるのですが、実はその多くの部分が実際に県民の方に行動し

ていただくとか、あるいは企業にサポートしていただくという側面が

多くございまして、そういう意味で県民であり、また多くの皆様方、

経営者もされていらっしゃる方も多いと思いますけれども、こういっ

た機会は大変貴重なものであるというふうに思っております。 

まず本県の“がん”の現状ですけれども、毎年広島では大体３万

人くらいの方が亡くなっていますが、その内“がん”が約３割を占

めており、ずっと死因のトップを占めております。 

それだけではなく、実は４５歳以上の働き盛り世代、４５才から７０

才前ぐらいまでの働き盛り世代で、“がん”による死亡者の割合が

高くなっています。これは非常に大きな問題だと思っておりますし、

社会的な損失です。こういった現状から県民の皆様の安心、ある

いは生活の質ということを考えますと、がん対策に力を入れるとい

うことが必要であるということです。平成２２年１０月に「ひろしま未

来チャレンジビジョン」という県全体の総合計画を策定しましたが、

その中でがん対策日本一の実現というのを、目指す姿として掲げ

て今取り組んでいるところです。この対策は、平成２５年、この４月

から５ヶ年計画を新たに作ります。第二次の広島県がん対策推進

計画というものになりますが、これは一言で言うと、すき間のない

総合対策ということで今回は進めてまいりたいと思っています。す

き間のないというのはどういうことかと言いますと、六つの柱ですき 

 

間のない対策をする、その六つというのは、予防です。まず予防、

それから“がん”を早く見つける検診、そしてもし“がん”になった場

合にしっかりと治すという医療、それから“がん”になった場合に心

や体の痛みを和らげる緩和ケア、そして患者目線の相談支援、そ

れから正確なデータを集めるということが非常に重要なので、がん

登録というものを立てております。これは実は第一次の計画、今年

の３月に終わる計画ですけれども、ここにおきましてもこういう六本

柱というのを立ててやってきておりますので、これを引き続き継承

して進めていくというふうに考えております。六つの柱で日本一の

がん対策ということをスローガンに考えたいと思っております。 

医療の進歩で、“がん”を治療しながら日常生活を続ける患者さん、

あるいは経過観察ですね、“がん”になって完治はしてないかもし

れませんけれど、治療を経て経過観察になっている、そういった

皆さんが自分らしく豊かに生きることができると、そういうことも非常

に重要だと思っており、例えば患者の皆様に対して、“がん”を経

験された方が相談をする仕組み、ピアサポートというふうに言って

いますが、そういった仕組みや、仕事と治療の両立をサポートする、

そういったことが必要であると思っており、実はそういう面では事業

者の皆様のご理解というか、ご協力が非常に重要でありますので、

働きかけを進めてまいりたいと思っております。 

ところで、このがん対策の中でも特に皆様にお願いをしなければ

ならないのが、この予防と、それから検診でございます。この予防

は、具体的には禁煙や運動、また食生活の改善ですね、いわゆ

る生活習慣の改善によります予防であります。“がん”は、実はウイ

ルスによって引き起こされるものもございまして、例えばウイルス肝

炎を治療することで肝がんの予防ができる、また子宮頸がんという

のも、これは女性の“がん”ですけども、やはりウイルスが起因です

ので、これは予防接種をするということによって防ぐことができます。

そしてもう一つは検診ですけれども、これは“がん”に罹ったとして

も早期に発見をして早期に治療で治す、いま治療で“がん”は治

る病気になりつつあります、特に早期の“がん”ですね。そういうこ

とがございますので、検診が非常に重要であるということでありま

す。 

“がん”を見つけるには、検診を受けるということが最も有効です。

というのはつまり、早期の“がん”というのは症状が出ないわけです。

症状が出ないわけですから気付きようもないということであり、見つ

ける方法としては検診を受けるしかないということです。逆に言うと、

症状が出る時期になるともうかなり進行していますから生存率が随

分と落ち込んでしまうということです。そういう意味でこの検診がい

かに重要であるかということがご理解いただけると思います。 

また事業者にとりましても、その社会的な負担という観点からも、

やはり早期の発見というのが非常に重要です。ぜひ会社における

検診でも、がん検診を取り入れて頂きたいというふうに思います。

もちろん治癒すれば職場に復帰をして、せっかくこれまでいろん

な形で人材投資をした方が、もう一度企業の事業に貢献していた

だけるということにもなるわけですし、そしてもちろん本人や家族に

とっても幸せであるということです。 

ではどんな検診を受ければいいのかということですが、実はがん

検診というのは基本的には４０歳以上の方が受けるということです。

女性の子宮頸がんだけが２０歳以上が対象になります。４０歳以上

になると、４０歳未満は逆にいうと“がん”が少ないので、無駄でも

ありませんけども、なかなか効果が薄いということですが、４０歳以

上になると非常に効果が出ると。お住まいの市や町でも実施をし

ておりますので、そういった所で検診を受けていただいてもよろし

いかと思います。 

実は県の受診率というのはあまり成績が良くなくて、全国平均以

下という項目が多数並んでおります。平均でもいずれにしてもそ

んなにいい成績ではないというのが現状ですが、そういう意味で

はこの検診というのが、広島県にとって非常に大きな課題になっ

ているわけです。 

卓話時間  
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クラブ運営方針 小さな奉仕を重ねよう、大きな目標のために 

 

これまで本県では受診率の向上にむけて、様々な取り組みをおこ

なっております。まず無関心な皆様に対してインパクトのある普及

啓発をする、これはデーモン閣下のポスターとか、ビデオ、シャレ

オなんか行くと頻繁に流れています。それから関心を持たれた

方々に対して、様々なルートから個別の受診勧奨をしていただく

ということもございます。また受診をする気持ちになったら、受診し

やすい環境づくりという形で取り組みを進めてきました。これがデ

ーモン閣下のキャンペーンで、これ実はかなり効果がありまして、

去年までがん検診受けてないが今年は行こうと思うという方が５

０％くらいということで、これは効果があったと思います。さらにそ

の関心が出たところで、個別に行ってくださいよという勧めを、勧

奨するということであります。これが例えば一つあるのが、“がん”よ

ろず相談員というものであり、これは“がん”の専門医じゃない町の

お医者さん、場合によっては必ずしも内科ではないようなお医者

さんにも検診を勧めていただくということ、あるいは薬剤師の皆さ

んに勧めていただく、あるいはがん検診推進員というものですね、

ボランティアを募って進めたりとかしています。そしてもちろん実は

企業の中で上司から勧奨を受けるというのも非常に重要であると

いうふうに思っております。 

では、もし“がん”になったらどうするのかというと、実際の医療、治

療ということになるわけですが、これは三つほどご紹介させていた

だきたいと思います。まず県内、国から実は１１のがん検診連携拠

点病院という指定を受けています。この拠点病院というのは非常

に専門的な知識や技術を持つ医師や看護師を配置されており、

手術であるとか、あるいは放射線治療、または抗がん剤治療等々、

総合的に治療ができる、そういう体制を整えています。これに加え

まして、平成２２年度から国の指定と同じ基準を満たす病院を、広

島県独自の指定をしております。県の拠点病院というふうにして

おり、１１病院プラスここの右側の５病院ですね、呉共済、中国労

災、尾道市立、福山医療センター、中国中央病院とありますが、こ

こを指定して拠点病院、同じような医療を提供しております。実は

これだけ揃っているのは全国でも他にありません。広島ではそうい

う意味で、“がん”になった場合のしっかりとした受け止め体制とい

いますか、治療体制というのも日本一進んでいる所の一つだと思

っております。それからもう一つありますのが、実はがん医療ネット

ワークというのを構築しています。これはまだ一般の皆様には馴

染みが薄いところですが、いろんな医療機関がそれぞれの役割

分担を果たして、役割を持って一連の流れを作って、しっかりと検

診、発見、それから治療、そして治療後のケアということを進めると

いう体制を取っております。 

それから、平成２７年度から運営を開始の予定をしている、高精度

放射線治療センターというものがございます。これは二葉の里に

出来ますので、二葉の里の開発の一つの目玉になっていく、この

医療ゾーンというところの大きな位置を占めるものになっていくと

いうふうに思っております。 

最後に改めて、皆様お一人一人にお願いをしたいことでございま

す。 

まず、がん検診を受けてください、ということです。皆様方にお願

いをしたいのは、ご本人だけでなく従業員の方とか、皆さんが影

響力をお持ちの方にも、ぜひ勧めて頂きたいと思っています。 

そして、なにか気になることがあったら医療機関に掛かってくださ

い。今、がんよろず相談員というのをどんどん増やそうとしていす。

そういったお医者さんにご相談いただいて、がん医療ネットワーク、

そして拠点病院というふうにしっかりと治療できるようにしておりま

すので、よろしくお願いをいたします。以上のことで、がん対策日

本一の実現を目指しています。これの実現には県民の皆さんの

行動というのが非常に重要になっていますので、何とぞよろしくお

願いいたします。本日はご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
一回戦、小野田ＲＣとの試合は１９－０で快勝！ 続く２回戦は萩

ＲＣとの対戦でしたが、惜しくも３-４で負けました。残念！ 

 

 

■出席報告 

２０１３年３月２８日（木） 会員数 ８０名 

出席 ６７名  欠席 １３名 

来賓  １名  来客  １名  ゲスト １名 

３月７日例会出席率  ９８．７２％ 

■お客様ご紹介  ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

湯崎 英彦 様（卓話来賓） 

松本 洋介 様（広島） 

横田 則夫 様（水野会長ご友人） 

■次回例会 ２０１３年４月１１日（木） 

  卓話 日刊ｽﾎﾟｰﾂ新聞社 ﾌﾟﾛ野球評論家 

      山本 一義 氏 

      『プロ野球界で学んだリーダーシップ』 

第１９回ガバナー杯ＲＣ親善野球大会 


